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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　達の心か弓河舎て去り，ti・ヒ処では，　f町鶉｛かの1盛’覚を通じて

　　　　　　　　　　　（D　　　　　　の紘らず，剛、｝ミに蹴の榊眼び欄醐じて，詩1、

　Imageを論ずる際に，物理r：kのimageを号慮外とし　　　の心に｛i誕型して来たであろうし，また1詩入力最も広細こ

て，支学［二では凡そ黒・っの観点が疹えられる。心理1ツ：的，　　　解してo）明喩及び1懸喩という形体で類比の目的のために

修辞！」1／1勺，および芸術1勺な観点からそれぞれみたilnag’e　　　使用すン〕・あt「’）ゆK’やりかノこし描かれ犬為’「切の想像心

である。心理r：的襯点からみた量mage即ち記臆，L・像と　　　練《典他の経験をも1曜に鴬味するものとして　imElgeを

か想像心像とかは作品の理働鑑Zll“hには11111’i：接に｝L役凱た　　　　塔・しるように提露するの」

一．㊦_ただ補Sl加勺な役llをすモ6だけであるtt、交彫1．電要賑　　　と述べ，それに引き続いてimageの定縄を簡単明確に

のは修辞学ll勺および鼓彿f的観点からみたimageである、，　　　’ドすことの容易ならざ鵜ことと，更にまた箆鰻なドすご

　修辞’拗勺にみたimageとは・女章を効果ll41に1璃：く技巧と　　　との無益なゐことを説いてい為。

して用いられたimageである。　simile（明喩），　metaphor　　　　それゆえimageの矩1覧を下すようなことはせずに，

（隠喩）を始めとして，personification（擬人泓、），　me・　　　大体前述のSpurgeonの様な意味に文｝lr．の　imageを

tonymy（換喩），　synecdoche（代喩），　al　legory（黙喩），　　　解して，　Shakespeare　の悲劇　xCntonツand　Cteψatra

parable　G・ヒ喩），　allusion（引喩）オ£どで用いられてい　　　に用いられているimagesを考察してみると曾　lt……｛t

るimageで凌，る。しカしこの観点からみたimageは単に　　　is　a　pure　flame　driving　throughout・　fanned　by

衰現披巧として形式的に外部的に観禦され，取扱われる　　　emotion・whose　heat　purifies・fuses　and　transmutes

ものであ・：）て，　作品の本資との関係からは眺められな　　　intQ　gold　all　kinds　of　material・and　it　is　this　fierce

い。もしそれが内響的に，構．成的に，・本質的に観祭さ　　　atmospberic　heat　which　creates　the　P｛ctttres・dOmi・

れ，それから作品の芸術的，思想向勺特質および作品の購　　　nating　and　directin窟them・”と適切なるこの悲劇に対

成的特徴，芸術的手法および様式，芸術的価液，更に作　　　する評奮を述べ，それに用いられているimagesの特徴

家の個性などを検討する場含は，明喩，隠1喩其他にlllい　　　については，‘‘The　group　ol　images　in　Antony　and

られているimageは芸術的観点からみたimageとな　　　CieoPatra　which，　on　analysis，　immediately　attracts

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　attention　as　peculiar　to　this　play，　consists　of　images

　さてそれならば文学、hで論ぜられるimageにはどの　　　of　the　world・the　firlnament・the　ocean・and　vast・

様版短義づけをしたならばよいであろうが。簡明にしか　　　rless　generally・That　is　the　clominating　note　in　the

も適切に下された竃義は何処にも見当らない。Caroline　　Play，　magnificence　and　grandeur，　expressed　in

F．E．　Spurgeonも　（Shaleespeare’s　haagery　p．5幽），　　　many　ways　and　pictured　by　continuaHy　stimulating

「私は・image，という用，flを実際には1：E縮された明喩即　　　our　imaghlations　to　see　the　colossal　figure　of　Antony・

ち隠喩のあv⊃ゆる種類と同時に各濃重の明喩をも包括する　　　……”とSpurgeonはその著欝ShaleesPeare’s　ImagerPt

のに徹つ1・‘ll－…・の渤乏として此処では用いる。　im・g・　（PP・349－－350）で述べている通りに，購この殼1劇

なる用細星帯びてい翻正覚川・多像だけについての1嗣・を私　で用いらオドごいとim・g・sは地球，群・大河・pLljl，jc，

＿＿．．．．．．　＿．＿．、＿．，　．＿．．．．一一＿＿．一．＿＿．、　　　　　　　　　　　蒼弩一；｛宙，太陽，月，星，雲といつた巨大なもの，広大

＊儒州大学繊維’｝移部英i譜研3セ範　　　　　　　　　　　　　　　　　 なもV－）を表わすimagesでらり，　しかも」三要登場人物て



　　148　　　　　　　イ酬大轍維学部田院鮪第朗

・油爵や・i・・p・・r・繍・酬揚・た11寺撫　働箱鮫脱1き阻てお，ド憶が絢撒、酬

纏状態に加塒とか，危機に際会した嚇どに用V・　に彩られ，＿、1、後には蕾［酌な欄酌酬：漁る髄疏

られて瑞り，そうした時の彼等の心情の尋常ならざるこ　　　に愛のthemeが燦然たるプ血輝を放つて剃く聯え立つ結

とを示す胴時畷場人伽）鰍性・壮人性を斑てし・　職焔のである。衡初・翫胴極はす購しい糊↓を

る・まブ甥面も当時の臣マ帝r・iの殆ん脳蜘肪当ill’　瀞めて混飢，続・するのである。しかしながt；’　i：’の

矢Mられていた世界の殆んど全1本にわたつている・祉も　髄轟螺御・さめて礁瀬・菰に粘しめるそもそも

と広大さを喪わすimageryを用いるのがShakespeare　　　の原因ウ‡何ぐあるカヤ、その理111は偉たなる愛α）入欄でb・）

の悲劇の1轍と淵漁ているが鵡にこの悲劇ではlifJibeiiff，i　l）・lili塒卿：入で1｛il’　｝f”A・し・nyがこの：・・のi。、p，，i。i

ともムうべき広大性を喪わすimageryを用いているの　　themesの開を絶えず“WitVering”していることにある

が→大轍である・それ嚇し11　を腿して細を凝し・　と捗職・る．脇こ・嚇窺ゆ髄A。t㎝yが蜥fして

現1肋死を通じて鮒撫ければ継卿堺に剛こして　趣，遂に醐酬｛鰍・した噂熾の死でε｛弧CI、．

い轍公達を描くこ嚇1！のテーマに適してい鰯　（脚刷臨蝿愛嚇不il力繍枷燃J｝辮1
でもある・しかしながらこの様に拗ll駅砿燃献　臆輔勲、Lに継1触制彫勧始てv・a）のが紛悲
厨i㎜ge「yのみでこの悲齢二lllいられているi・n・・　劇1…1・・itm・班鶴ばい・、。・訓靴A。t㎝y端｝こ

ge「yの1轍を充分に1護瑚し尽しているとは擁ら親丈　・：’・1）の一・一マ酬1鋤播し，蛇が蜥け礪に隙，¢，が

V’・璽にそれらの外にこの…苞劇こ用い肺ているi・・一　こ二酬鰯の・大轍でど臨難衷た梛llもA。t。1）Yの

age「y鯨撒のつとして・e・p・・t－im・鰐を縢掲　醐済に応じて常に婚醐こ変・・ていく1緬1陣姻ジ、れ
ことがこの悲劇を理解し鑑賞する」・に極めて鯛である　てvv“。A・t　1．・・．　i，　ii，　i’ii（Al，x、。d，i。）一．，．，…．）、c．　i。

と叡られる・　　　　　　　　　（R・m・）一鵬・（Al・x・nd・i・）一一…一．A、t　11，sc．　i（Mes－

　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　・illa）…→・c，　ii，　iii，・iV（R。m，）／t、，、．。（AI，xand，i、）．）

4伽ン謝α御’・・はエ・の極を1わている・場　SCi・i，・ii（Mi・e／・um），　A・t皿，　sc・・i、．（Sy・ia）一一…．・・sc．

所的に鶯うならば，その一一つはローマ滑1調の中心ローマ　　　ii（Rome）一一・＞sc．　iii（Alexandria）一＋sc．　iv，　v（Athe．

であり，他は東IJ5の国エジプトのアレキサソドリアであ　　　ns）→s¢vi（Rome）一→sc。　vii，　viii，　ix’，　x（Actium）

る。　人物上から云うと．OctaviusとCleopatraとであ　　　一→sらxi（Alexandria），　xii　・（．Egypt），　xiii（Alexan、

る・本質上から鱒蹴争（蜘雌力或｝ま政治）と愛　d・i・）sA・t・i・（Al・x・・dri・・rn・ar　it），　A、t　V（Al。．

（或は恋戴膜）とである・G・・Wil…　1〈・ightの謙　・and・i・）の撒」樋の趣榔・一酔ジプトの1｝　を

を働て云えば・th・imperl・l　th・m・・f　g・v・・nment　蛇行1糠変転させて，最後の撫ア・キサンドリア縢

と翻m繭1㎞呵㎞とである，（cf・　G・中さ貿・い硬にまた・一畷糊も，
襲噸：The　lmPerif　1　Theme，　p．　19’）°　rv｝C　at＿＿鵡蹴

　　The　tw。　m・i・’・1・m・nt・・f　thi・pl・y’・vi・重・n　　G・es・t・，・・d・back，　lack・yi・9・the　varyi・9・tid，，

W・r｝・・Empi・e・a・d　L・v・th。・gh　th・y・・e　TQ・・t　itself　with　m・ti。・．（1．　i。．44．一一49）

°Pr°sed　in　action，　a・e・・t・lw・y・・pP。sed　im・gi・・　とCae・a・の謙にあ繍1く常に動揺している。また登

ti・ely・E…y釦・effect・f　each・。・t・ib・t・・t・　腸矧勿の運命も多少の非隈はあるが悉く変軌蝿。史に

’the　t・t・1・pl・nd。ur　and・ni・y・within・nd　f・・m　ナイ州はこの翻の聾な鹸をなしていると敬菱し

　which　each　in　turn　draws　imaginative　・sustenance、　　れるのであるが，　これもまた左右に蛇行して流れてい

Each　ancl・ll　j・h・avily　gild・d・　gl。・ifi・d・・Th・丘・・1　る・この様に叛るとこの戯曲は儲，臆上下に変肌，

．「esult　is　that　th・1・ve－th・me　rises　high　i・・p1・・d・u・　蛇行的に進展するのカ・一一一・v）の特徴である。或る一つのこ

゜nthe蹴tu「e・f　im卿i・1㎝d　m澁町m・g・ifi一　とが駆1となつてその＄課姓じ，そ囑ll果硬に駆】

㎜・（°Pr　cit・P・214）　　　　　　となつて靴如・柵姓み，そ。したこと力継され
とあ翻・に・この＝’・の腋あるimp曲l　themes．の　て遂に卦よi円に達するとL・…．）た隠iヨ」i　U．ijを犠として原

すばらし働果がすぺて内部にゴ・ける全｛納鰍縢と　感1網・とτ鰍的に進展していく翻ではなく州撒要

調和統一とに互に寄与し合い・それより各々th¢meは想　　　素が稀薄であって寧る空間的嬰素力1農岬：と瓶．，ておつ
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て，場価の変転と共に事件もli三八公の心も蛇行的に進展　　　　Which　like　th6　c◎urser’s　hair，　hath　yet　but　life，

して行き，遂に永遠性に到避1するとい’「）た悲劇である。　　　　And　not　a　serpent’s　pQison．（1．ii．190・｝2）

この様な特徴がこの悲劇の兆盤をなし．ているのであるか　　　とAntonyは事態を説1リ1する。憲たクレオパトラも，

ら自然とserpent－－ilnagesが使ll｛三1されやすいと云わなけ　　　　　　　　　　　　　　He’s　speaking　now，

ればならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Or　murlnuril壌，“Where’s　my　serpent　of　Old

　　し．からばどの様にserpent－imagesカニこの悲劇では用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nile？”

いら環．しているだろうかQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　For　so　he　calls　me，　Now　I　feed　myself

　　Sooth．　You　shall　outli、7e　the　lady　whQm　you　serve，　　　With　most　delicious　poison，（1．v．24～7）

　　Char・Oexcellent，　I　love　long　life　better　tliaii　　　と，　Antonyが女王をナイルll1．「の蛇に例えて呼んだと澱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最gs．（1．i31－・　2）　　　つてAntonyを懐かしみ，独昏．1寝の・やるせなさをやはり

と云う言葉が始めの方1こ出て来るΩこの属’葉はト：酵がク　　　蛇と関連のこ偽る毒薬で忘れさせようとし．ている。此処に

レオパ1・ラの侍』女のCharmianの運命を占・っての蕎栗で　　　至つて’女ヨ三はす“／：功．・り　serpent－imageによって．表現さ

あvつて，　且gs　とftlう｝署｝ホこの’易f等レよ税重々な1壱醐♪1ミを含ゐわて　　　　　　オし貿帰こ㌔ヴこゾ1）たa．）て3εセ）るo

いると考えられるが，やはり聖崔1のGenesis皿にAdaln　　　　　二：三1壽：頭会談ρ．）際にAntonyは，

とEveとが蛇の誘惑によ・：，て禁【新の木の．実を食つて，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Neglected，　rather；

　　And　the．eyes　o正them　both　were　opened，　and　　　　　And　then　when　poisoned　hours　had　bound　me　up

　　they　k肥w　that　they　were　naked，　and　they　sewed　　　　FrQm　m｛ne　own　knowledge；as　nearly　as　I　may

　　fig－leaves　together，　and　macle　themselves　aprons，　　　　　　1’ll　p！ay　the　penitent　to　you。（11．ii．89－一・92｝

　　（Gen，　iii．7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　とクレオパトラの絆にlil；｝つた時1ま，．．女三Eを蛇と田してそ

とあることより，蛇に関係がある様に思われる。また第　　　の毒1こあてられていたのだと雷い訳をしている。

，況幕第五場にある様にクレオパトラとCharmianとが　　　　クレオパ．トヲはAntonyの安否を気づかつ．て，使薪に，

身を咬まして死んだ毒蛇を田魯者がfigs（無花果）の徳　　　　But　there’s　no　goOdness　in　thy　face　if　Anto鳳y．

にしのばせて来たことにも関連がある様に思われる。明　　　　Be　free　and．　healthful，　　sQ　tart　a‡aovur

瞭にはserpent－imagesを用いていないが無花果は蛇を　　　　To　trumpet　such　good　tidings！If　not　well

連想として思い起させるのである。　　　　　　　．　　　　Thou　shouldst　come　like　a　Fury　crown’d　with

　　Ant．　She　is　cunning　Past　man’s　thought，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　snalces，

　　Eno．　Alack，　sir，．no，　her　passions　are　made　of　　　　Not　Iikさaformal　man．（11，v．36～40）．

　　　　　　noth三ng　but　the　finest　part　of　pure　love．（1，　　と漱い，snakesを用いてFuryを表現する旧来の方法に

　　ii．143～5）　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　よ・：，て，　serpent－－imageをpoetic　imageとして使つて

と激う雷葉は聖書のNow　the　serpent　was　more　sub・　　　いる。．箆に寡たAntonyがOctaviaと総婚したという

tle　than．any　beast　of　the　which　Jehovah　God　had　　報告を慢けると，’女王はserpent－ilnageを用いて，

made．（Gen　iii．1）や，　Be　ye　therefore　wiβe　as　sgr・　　　　Some　inpocents，scape　not．the　thunderbolt：

pents，　and　harmless　as　doves．（Matt．　x．16）と，多　　　　Melt　Egypt　into　Nile！and　kindly　creatures

少書葉は異つているが，関連を持つており，やはり　　　　Turn　all　to　serpents！（11，　v．75～7）．

serpent－imagesを暗示しているのではないかと思　　　と激怒の叫びをあげ，さらに

われる。　しかしながら未だ明瞭にはそれらの例では　　　　　　　　　　　　　　0，IwQuld　thou　didst，

serpent－－imagesは使われていないで，　Shakespeareの　　　　So　half　my　Egypt　were　submerggd　and　made

．心中の潜在意識的な」或で蛇と密接に関連していたと思わ　　　　Acistem　for　scaPd　snakes！Go　get　thee　hence，

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hadst　thou　Narcissus　in　thy　face，　to　me

　　AntonyがSextus　Pompeiusが撮頭して来て，μ一　　　Thou　wouldst　apPeare　lnost　ugly．（11．　v．93～7）

マを脅かしている事態を説明する段になると明1瞭に　　　とも公つてその怒りを使．者に向けている。

serpent－imagesが使わti．．しる様になる。　　　　　　　　　　　　　三巨頭とPompeyとの軍事会談後，　Pompeyのgal　Iey

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Much　is　breeding，　　　　船上での講和戒立祝賀の宴の席上で，
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Lep．　Y’have　strange　serpeRts　there～　　　．　　　　　　　　Of　the　ful1－．fol’tU：1．’d　Caesar　ever　sllaU

Ant，　Ay，　Lepidus．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Be　brooch’d　with　me，　if　knif¢，　drusrs，　selrPL－lltE，

Lep．　Your　serpent　of　Egypt　is　bred　now　of　yQur　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　have

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mud　by　　　　　Edge，　stil、9，0r　operati（m，（IV．　xV。21～6，

　　　　　the　operation　of　your　sull：s（，　is　your　crQcodile．　　　　　とCaesar　o）｛’llll，X　とな：・．．〕「．（：彼a．｝μ一一・マピ”肪定を蝕B｛♪．レr貨t

Ant．　They　are　so．（11．vii．24～8）　　　　　　　　　　　　は1爬し．．．てさオし叛いとの決意を‘べ・はりpoetic　imageとし

Lep．　What　malmer　o’thi1壌is　YoUI’crococliie？　　　　てserpent・一1mage翻吏つて述べト．．1：rいξ：Jc，

Ant。　It　is　shap’d，　sir，　like　itself，　and　it　is　as　　　　　　　J．1人．．．1．：p挙けヲこ｛列で．をホserpentsレ誰ilnage　．、ヒし．“’（．1．目し・ら：I　t．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　broad　as　it　　　てV．．zる¢）ヒ．Cあるカ㍉舞事三1．il：帰にな：るとserl）ontsレ11：hna器e

　　　　　hath　breadth；it　is　just　so　high　as　it　is，　and　　　　とし．『ごではノよ・く，　serpelltsそρ）物｝が汐∫il紫：「に：｛匠」易して：｝1ξ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Inoves　　て．1獄要｝煽購1」を果すことになる，、

　　　　　with　it　own　organs，　It　lives　by　that　which　　　（i㍑ard．　　　　　　　　　Her巳is　a　t’ul’al　fellow，

　　　　　nourisheth　it，　andしhe　elements　once　out　of　　　　　　　Tllat　w川not　be　dellied　your　hig’hnes．g’pre。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工t，　1t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tenee｝

　　　　　transmigrates，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－le　brings　yQu　fitSrt．

LeP．　What　colour　is　it　of？　　　　　　　　　　　　　cleo．　Let　him　COIne　in。　　　〔IS；vit（i’uardstlfeln、

Ant，　Of　it　own　colour　too・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　What　poor　an　lnstrtlmerlt

Lep・　’Tis　a　strange　serlrent・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　May　do　a　noble　deecl　1　he　bringt　me　liberty：

Ant・’Tis　so，　and　the　tears　of　it　are　wet・（1】・・vii・　　　　　My　re：olutiQエゴs　plac’d，　lmd　I　have　pothinsr

　　　　　40岬9．）・　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Of　weman　in　me；now　from　head．しo　foot

とse’rpents　の園とみられていたEgyptのsnakesや　　　　　　　I　am　marble－－constant：now　the　fleeting　n）oon

crocodileが訥題に．「．1：り，　剛時にその園の女里たるクレ　　　　　No　planet　is　of　mine，

オパトラをll音に）天め弗ひしFてレ・～f）カ㍉　その襲預i　b’．（3は　Pom・　　　　　Re－－enter　Guardsman，　zvith　Clownδプ加亜πヴ加abasleet，

peyの細ぐであるMenasがそa）船の綱を切”・・’）てiil．1にll．1　σ。。，d，　．　　　　This　is　the　rn・n．

し，三巨頭とその・一一・味をi麿殺し．てPompeyに天．ドを取　　　α60．　Avoid，　and　leave　him．　　〔Exit　G・t，｛ardsman，

らせようとの危険な計画がひそんでいる。．serpentsの　　　　　　Hast　thou　the　pretty　wQrm　of　Nilus　there，

cunniコ9と危険性とより，．襲面の危険性を巧みに暗示し　　．　　　That　kills　and　pains　uot？

TC　．y．・るのであるoこの場価ではserpent－－imagesは全く　　　Clown．　Tr　u　lylhave　him：but　l　wou！d　llot　be　the　party

申分なくClrama，t／ig　imageとして’使用されている。　　　　　　　that　should　desire　you　to　touch　him，　his

A・tQny力羅後の戦いに敗れ・クレオパトラに裏切ら　　　　　　　．　　．　biti・g・i・
れたと考え，悲嘆にくれる轡葉には　　　　　　　　　　　　immorta1：those　that　db　die　of｛t，　dQ　seldQm　or

　Sometimes　we　see　a　cloud　that’s　dragonish，　　　　　　　　　　never　recover．

　　Avapour　sometime，　lilce　a　bear，　or　lion，　　　　　　　αω．　Remember’st　thou　any　that　have　died　Q！1’t　？

　　Atower’d　citadel，　a　pendent　rock，　　　　　　　Clown．　Very　many，　men　and　women　too．　l　heard　of

　．A　forked　mQuntain，　or　blue　promontory　　　　　　　　　　　one　of　them　no　longer　than　yesterday，avery

　　With　trees　upoゴt・that　nod　unto　the　world，　　　　　　　honest　woman，　but　sQmethin991ven　to　lie，　as　a

　　Ancl　nlock　our　eyes　with　air（IV．　xiv．2～7）　　　　　　　　　　woman　should　not　do，　but　in　the　way　of

と自己を浮霧に例え，雲のただづまいを，serpent－image　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llonesty，

をpoetic　imag．　eとして用いて，述べているQ　　　　　　　　　　　how　she　died　of　the　biting　of　it，　what　pain

　　クレオパトラも　　　　　　．　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　she　felt：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Idare　n。t，　dear，　　　　　truly，　she　makes　a　very　g（）。d　repQrtげthe

　　Dear　my　lord，　pardon：Iclare　not，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wQrm：

　　Lest　I　be　taken：not　the　imperious　show　　　　．　　　　　　bu1：he　tl．1at　will　believe　clll　that　they　say，

7
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sha11　　　　　　〔Kisses　t’hem．　Tras　fall　and　dies．

　　　　　never　be　saved　by　half　that　they　do：but　thisis　　　　　　　　Have　I　the　aspic　ill　my　lips　：“　Dost　fal1？

　　　　　moE　t　failiable，　the　worm’s　an　odd　w〔，rl11，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．　ii．291・－3）

Cteo，　Get　thee　hence，　farewall．　　　　　　　　　　　　　αθo，　CQme，　thou　motal　wretch，

αo醐．I　wish　you　all　joy　of　the　worm．　　　　　　　　　　　　　　〔To　an‘isp，　tvhich　she　al）／）lies　to　he「bPteast．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔Sett吻dotvn　his　basfeet．〕　　　　　　With　the　sharp　taeth　this　knot　intrinsicate

Cleo．　Farewell．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Of　life　at　once　untie：poor　venom◎us　fool，

Cl。wn．　Y。u　mu，t　thi。k　this，1。・k　y。・，　th・t　th・w・・m　　　B・ang・y，・・d　desp・t・h・O…1d・t　th。・・p・ak・

　　　　　will　dQ　his　kind．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　That　I　might　hear　thee　call　great　Caesar　ass，

α、。．Ay，、y，　f…w・II，　　　　　　　　V・p・lici・d！　　．（V」i・303～8）
α。w。，、L。。k　Y。u，　th，　w。rln　i，　n。t　t・be　t・u・t・d，　a・様に蛇は鰍・〒に姿を硯わし，翻人tlf・e　ecも劣9TnJ）？．ti’｛’：，味

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　but　in　　　を持つデ：二帯怪な役割を演ずることになそ1，。

　　　　　・h・keepi・g・f　wi・・p・・爵1・・f。・i・d・・d・・he・e　Cl…　　　　　　Peace・peace！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　isno　　　　　　Dostthounotseemybabeatmybreast

　　　　　9。。d。，、s　i。，11e　w。，m．　　　　　　Th…u・k・・h－…9．・leep．（V．　ii・3・8・－ti・・）

αβo．Take　thou　no　care，　it　shaU　be　heeded．　　　　　　Cles．　As　sweet　as　balm，　as　soft　as　air，　as　gentle，

Cl。w。．・V，ry　9。・d・gi・・it・・thi・9，　l　p・・y　y・u，　f・・　　OA・t。・y！N・y・lwiU　t・1・e　the・t°°・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　it　is　　　　　　　　　　〔みρμツ吻amother　asp　to　her　arm・

　　　　　not　worth　the　feedin窪．　　　　　　　　　　　　　　　What　should　I　stay　　　　　　〔Dies．

αθo．Wi田t　eat　ine？　　　　　　　　　　　　　　　C伽．　In．this　vile　world。（V．　ii．310～313）

Clotvn．　You　must　not　think　1　am　E　o　simple　but　I　know　　　と幼．児を育てる乳偲が赤ん坊に添え乳をしながら自分で

　　　　　the　devil　himself　will　not　eat　a　woman：1　　も眠つてしlliうというimage，換暫する欺らば，クレオ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　know，　　　パトラ．が云わば：大蛇とな・って子の蛇を愛撫しながら眠る

　　　　　that　a　woman　is　a　dish　for　the　gods，　if　the　　という様な静かなimageをもつて女王の死をShake・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　devil　　　speareは擢1い一（1いる。また．Charmianも・

　　　　　dress　her　nQt．　But　truly，　these　same　whQreson　　　Char．　　　　　　　　　　　　　　　〔Applies　an　asp．

　　　　　devils　do　the　gQds　great　harm　in　their　women；　　　　　　O，　come　apace，　despatch，　I　faintly　feel　thee。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　（V．　ii．321）

　　　　　　i。，very　t・・th・t　th・y　m・k・，　th・d・vils　m・・　と磯｝こ身を曝せ，妊硝殺について・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　five，　　　Char．　It　is　weU　done，　and　fitting　for　a　princess

Clll。．　W。11，　9，，，hee． A。n，，　f、，ew，ll．　　　　Descend・d・f・・m・ri…y・l　ki・9・．

Clown，　Yes，　forsooth：工wish　you　joy　o’the　worm，　　　　　　Ah，　soldler1　　　〔Dies．　　（V．　ii．325～7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔Exit，　　　と云つて満足そうに死んでいく。

　　　　　　Re＿enten　Charmian　avid　Iras　with　a　robe，　　　　　　この様にしてAlexander大王以来続いたエジプトの

　　crown，　and　other．iewels，　　　　　　　　　　　　　　有名はPt◎lemyヨ1三朝の最後の書三権者であるクレオパト

Cleo．　Give皿e　my　robe，　put　on　my　crown，　I　have　　　ラは死に，その三E朝は断絶したのである。この王朝断絶

　　　　　　Immortal　longings　in　me．　Now　llc）more　　　　の役害ljを墨したAspsは忽然として舞台．i：から姿を消し

　　　　　The　juice　of　Egypt’s　gr∈1pe　shallmoist　this　lip．　　てし蕪い，非常に神秘的な感じを与える。そしてただ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V，ii。232～281）　　　Fij”st　Guard．　This　is　an　aspics　trail，　and　these

とある様に，田禽麿が無花果の籠に糠蛇粒しのばせて来　　　　　　　　　　　　．　　　　．　　　　fig｝leaves

てψ1三Eに渡し，humorousではあるが意ll未深長1で多くo）　　　　　　Have　s1三me　upoll　them，　such　as　aspic　leaves

闇駐鋤」繍iを展開して・筋去る。そして遂に，　　　　UP。・th・・aves・f　Ni1・・（V・ii・249’v251）

Cleo，　Far6wel1，　kind　Charmian，　Iras，　long　fareweU，　　　とある様に，無花果の葉の上にかすかな痕跡を留めたの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
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とが出来る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　云つた観念と結び付けられる様になつたらしい。古代の

　Shakespeare　fJl’クレオパトーを　serpent－imageでノξ　　　　一ノー＝ニキ・ア人はserpents　を不汐ピの象1敗とし，　イヌ、ラ」r一

現しているのは・女王が美しく，，鯨℃の様な魅力でAnt・　　ル・eは所｝潤‘the　tree　of　Iife，と関係づけた。　Shake・

・Ilyを魅惑し，現陶勺な観点かc｝：一ミえは政治ll勺｝罰繍　　speare時f・ヒの人々は蛇が幾年かたつとFl’，di’，－」，：に魁〕，やが

極まる失1即をさせて遂にそのL命をも間接的に孕巽ったこ　　　て足を生じ，同時に翼を1持・）様になると妙えていたこと

とになるが，同時に永遠｝’［勺な人聞的な観点かL、，云えば，　　　をPhipsonは述べていゐ（cf．　oP．　cit，　P．317）。これ

熱烈な不変で広大な愛の力でAntonyの魂な救い出し，　　は蛇は年を坂れば越となり不死となることを意昧する。

失つた総てを回復させながら満足せる心・を持つて永遠の　　　さきに挙げた例に，田禽者が無花果の舗に毒蛇をしのば

楽：1：に旅rl’二たせ，ド1らもaspsによつてAntonyの往　　せて来て女三Eに渡す場而があるnこの男はこのii），蛇に咬

”）た所へとやは｝，三E断としての雑厳と名営を回復しなが　　喪れると致死l／l勺（mortal）であると鴛うべきを斎葉を闘

ら静かに彼の後を追つて行つたことを敢も効引1的に褒現　　　違えて不死的（immortal）であると云う（v．ii，2〈L5・－6）o

するために，，1塒0玖々al）serpentsに彫鞍・1・1：L想を利　　それ糖けて〃呵一パDはいよいよ死の・うとする寸前

用したためで誰ると考えられるのである。　　　　　　　　に［私は不死へのあこがれをいだいていゐのだ。」（v．ii，

　serpentsは蕪た賢明・σあるとも一雛られていた。こ　279－・280）と」1い，「私は今は火と窒気になつt。私

の動物は本性．｝非’li穿に用心深いと云われ，おのつから賢　　　は他の涯素は卑しいこの世に残して行くo」（v．　ii．　288～

明な動物と見倣されるに5！　’Oたようであ為。こうした考　　　9）と云うのは箕・十：より形戚されているこの地上を透い

えはギリシヤi晦代の昔にもあつて，serpentはSophia　　　霞わるserpentより脱皮して天盤を翔けるdragonと

とi司一視されfことも黛われ，霞た糾1の託宜（oracleS）と　　　なり，不死となることを願うという意味に解されるo換

も関係づけられたとも云われている。もともとSerpents　　　言すれば毒蛇に咬まれて，死という脱皮によつて浄化さ

は源始時代には紳と1〆て衆められ，神秘化されたことが　　　れ，運命の支配する卑しい現肚から脱1／Szl，して永逮不死の

あつた。そうしたserpent－worshipの信仰は今「1もな　　’IH：界に復活することを意味しているのであゐ。

お東洋に多く残つており，神社仏閣にその面影を見るこ　　　serpentsは箭や貝1宝と関連を持・／　。　肇予に篭とか火竜

とが出来る。キリスト教がこうした僑仰に挑戦した痕跡　　　は財宝を守つているとか，口rl　1に宝制を持つているとか

とも見るべき箇所がさきに述べた様に聖書　（Gen，皿．　　いつた考えは古代のxジプトは勿論，　Beewulfにも見ら

1・2Cor．　ML　3，　Matt．　X．16）にあり，其処では悪と結び　　　れる様に，北欧にもあつた。この悲劇では財宝は重要な

つけられて，serp・ntは・ubtr・，・unningとされている◎　螺をなしている．　A。t。ny、R・　Cl，。P。t，aが音11下に雛

serpentは魔王Satanの化身であり，　AdamとEve　　か其他の財宝を与える場面が多く，特に女臓の周辺は常

とを知識を餌にして誘惑し，遂に原罪を犯さしめ，人間を　　　に財宝が盤かである様に表現されており，霞た’女王は

堕落せしめたと，serpentsを悪く考えると岡蒔に，他面　　　Antonyを彼女の‘jewel’（iv．　xv．78）とも云つてい

には古代から伝わつていると考えられるserpentsを賢　　　る。第五幕第二場の女三Eが財宝を勝春たるCaesarに引

明と考える考え方が当時の人々の間に確かにあつたので　　　き渡す所謂Seleucusの場面はこの劇中では可なりの璽

ある。　Shakespeareがクレオパトラを，serpent－image　　要性を1苅iつている。戦に敗れて紐三服された者は勝蕾に一一

をもつて表わしたのは，こうしたserpentに対する賢　　　明の財宝を譲り渡すの力占代の風翌であつたとはいえ，

明であると共にSubtleであると考える連想を利用し　　　ただそれだけの理Fl1でこの様にこの場而が重要性を帯び

て，女王のそれら両者の性質を有する忙k格を巧みに表現　　　させられているとは考えられない。その理由の一一・つには

し，また女三Eが　Antonyを堕落させたとする旧来の歴　　　女王はserpent－imageで表現され，　serPentsは財宝に

史的見方と　Antonyの魂を永遠の楽一i二に救つてやつた　　　深い関連を持つていたことが考えられる。

とするこの悲劇の木当の彼の考え方との両者を表わすた　　　serpentsは更に執念深さ，復讐，女性，　Bacchusの

めでもあつたと考えるのは余りに考え過ぎている見方で　　　酒盛，葡萄の収穫，写1；府の神，英雄，其他種々なること

あろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に深い関連1生を持つていζ）ものと考えられていた。以h

　serpentsは不死であり，　復活するとも考えられてい　　　の様なserpentsが当時の人々に連想として1呼び起す稲

たnserpents　は一般に長命の方であり，死んだ様に見　　　種なる想念をShakespeareは巧みに用いてこの悲劇を

えてもやがて脱皮して動き出すので・不死とか復活とか　　　作り上げているのであるP
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　biting　of　an　Aspicke，　the　which　Qnly　cic　useth　a

　　前述の様にノLntonツand　Cleo！）agraはそれが扱・二．）てい　　　heaviness　of　the　head，　without　swouncling　c｝1’

る頃の殆んど全i．1堺を斑台としており，その中心はロー　　complai11｛n9，　ancl　1〕ri1壌eth　a　g1’eat　desire　also　to

マとアレキサンドリアでありう，1三題も政治と恋愛．との二：．二　　　sleepe，　with　a　litle　swet　in　the　face，　and　soby

つであり，その1．1．｛1をAntonyは’｝ll’に蛇1．’i’し，　：1三要人物　　　litle　and　litle　taketh　awEIY　the　sences　a皿d　vital1

の運命も絶えず「動揺し．ている。そうして最後には舞台も　　powers，　no　living　creature　pel℃eiving　that　the

専らエジプ1・が111心となり，：」．1題．も恋4愛の三1」愚のもとに　　　pacientes　feele　any　paine．　For　they　are　so　sorie

止揚されている。またこの悲劇の扱つてい～1：・1越材は歴史　　　when　any　bodie　w自keth　them，　and　talgeth　them

　Lゴ暴蛇にエジプ1・の’．女rEが胸を咬ませ」てPtolemy　l．．r粥l　　up：　as　thoEe　that　being　taken　out　of　a　sounde

の最後の1君1、］1・：として最後をとげぞ｝ということに．な・1）てい　　　s　leepe，　are　very　heavy　and　desirous　to　sleep，

る。：更に　Shakespeare　時代の入々にはエジヅトは　　　と蛇の毒0．．）：力を1メ≦験をしてみて，・女三1：1がAspicl｛の糠性

serpe且tsの最も多くIlil三む代表1！1勺なi尉てーあると‘杉え∫ノれ，　　　について．発見し．たことを述べている簡所とg最』後の部分

特にナイノし河はそうであつたc，「1i：．．故にserpent－imatgeS　　　の，

は自然と用いられ’やコ】．’い1乍品でEia　－1：”7i：　oそれで始めo）’ll　　　Some　report　that　this　A舗picke　was　brc》ught　unto

ちはserpent－images　l嵐作．者の潜在意｝lll駐のも．とに存在し　　　her　in　the　basket　with　figs，　and　that　she　had

ていて作品．．．i∴にはil月瞭には喪われて来ないのであるが，　　　c◎mmaunded　them　to　hide　it　uncler　the’figge　leaves，

やがて）・文輩な飾りt文意を適切に・表3玄直し，感じを強く　　　that　when　she　shoulde　thinke　to　tal〈e　out　the

表現するために，作品の’本．庚とは関係なく外部的に挿入　　　figges，　the　Aspicke　shoulde　bite　her　before　she

される所講poetic　image（cf，　Wolfgang　H．　CIemen：　　sh◎uid　see　her：howbeit，　that　when　she　would

The　DeveloPment・f　S12etkesPeare’・」m・gery・P・81）　have．t・k…w・y　the　leave・f。・the　f聴S，・h・

とし．て11／1－1．とし．．て用いられたが，やが1てそれらはこの悲［禁ll　　　perceiveCl　i．t，　and　said，　Art　thou　here　then？　And

の・・一・つの巾心で渉〕為ヱジプトや恋愛のi｛題の場．で1宇に限つ　　　so　her．　arme　being　nほked，　she　put　it　to　tho　Asplcke

て用いられ，剛寺に・クレオパトrラの柵各やぞ’働を翔・）す　to　be　l〕itten．　Other　say　againe，　she　kept　it　in　a

のに不可分の関係を持』ら，この劇の寡囲気やmoodをか　　　boxe，　and　that　she　did　prlcke　and　thrust　it　with　a

もしki：1す璽要な要素となり，戯曲全休と有機lll勺な関係を　　　spindell　of　gQ】de，　so　that　the　Aspicke　being　anger一

帯びる様になる。即ちserpent－imagesはdramatic　　　ed　withall，　Iept　ottt　with　great　furie，　and　bitte

imagery（cf・．　op・cit・P・164）と変つて来る。そして　　her　in　the　arme．　Howbeit　few　can　tell　the　troth．

最後にはserpentsは単にimagesとして使用されてい　　　For　they　report　als◎，　that　she　had　hidden　poyson　in

るのみでなく，実際に舞台」二に登場して劇の行動や筋や　　　ahollow　razer　which　she　caried　in　the　heare　of

．motiveの上から云つても重要な役割を．果し，勿然とし　　　her　head：and　yet　was　there　no　marke　seene　of　her

て姿を消してし・まう・　　　　　．　　　b。di・，・r・・y・ig・・disc・m・d　th・t　w・・p。y，。。，d，

　　serPent－imagesがこの悲劇では如何に適切に使用さ　　　neither　also　did　they　finde　this　serpent　in　her

れ，またserpentsが如何に重要な役割を果しているか　　　tombe．　But　it　was　reported　only，　that　there　were

准知るためにはこの戯曲の　source　と考えられている　　　seene　certeine　fresh　steppes　or　trackes　whore　it

NQrth訳のPiutarchのLives．とi七較する必要があろ　　　had　gone，　on　the　tombe　side　toward　the　sea，　and

．う。Plutarch　では　serpent　は二：二箇所に出てくる。　　　specially　by　the　dores　side．　So則e　say　also，　that

Actiumの戦いの後の処に，　　　　　　　　　　　　　they　found　two　litle　p1’etie　bytings　in　her　arms，

……… 唐??@afterwardes　went　about　to　prove　the　　　scant　to　be　discerned：the　which　it　seemeth　Caesar

・ti・ging・f・n・kes　and・dd・・…nd　m・d・・。me　t・　him　self・gave　c・edit・・t・，　bi・aus・i・h｛・t・i。mph。

be　applied　unto　men　in　her　sight，　some　in　one　　　he　caried　Cleopatraes　ima8e，　with　an　Aspicke

sorte，　and　some．　ill　an　other．　So　when　she　had　　　bytin80f　her　arme．

dayly　m・d・di・・…nd　・und・i・p…f…h・f・u・d　と1・・う妊・）〃E‘，’）1継］について叙していそ節宥1・1↑tとで1・1・，

n。n・・f　all　th・m・he　had　p・Qv・d・Q　fit，・・th・　る。　Plutarchでは．妊の死｝・t螂こ．聯とはi賑・しても
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いない1．、，また勿諭・erpe・t－im・gesなどは全然1・ljい　y・に蛇の　燃を1受けて禁断の果実鹸う・しか・もAdam

ていない，，　　　　　　　　　　　はEveの勧めによつてそれ・をなす。そして二汰とも楽
Sh・kesp，a・eがこの悲J，ujjで・e・p，・・－in・agesべ・se・一　園から裾こLt）；・－1・て蹴される・これ備〔罪による燗の

p・ntsを川いているの［1まs。rpe・tsが古代よ卿曳の時代　　f・llであると一・］’るならe」1’・この悲劇は，表耐1勺には

に至るまで人々に1呼び起す連想をJ・｛・1いて，この劇の出所　　　AntonyとCleopatraとのfallである様に見えるが・

であ破．．Lの．軸’iとよく、飾1させながt：、，人物のi・｛k格や　’畑よ彼等・・）愛の力に依・）て・！卜￥に嬬たるC1・°pat「a

leitmotiノ’や其他の際ll的機能を表現したり果させたりした　　　の愛にょって，やはり蛇碧介して，死によつて運命を克

ことにあるの剛∫述の通りである』一・例を妊の性｛勧　 服し，、謎の楽、rl・への徽であり鱗｝でitF・り，人澗の

…部たゼ，愛情に11Slつて見る。ヨ三者と難も女薫は人間であ　　　riseであると蓄えゐことが出来よう。この様にみるなら

るから，当時の人々の括え通り・女王は動物向勺要索を樵格　　　ば観衆は容易にこの悲劇を・麩け容ることも出来るし・家

の・．1．1に撫別、・1［歌敷ヲ鞭的鳳素を’（，　：r＞む。それ・♪　畑々はse・pe・t－ima騨がこ嚇際llで轍な鱗悔寅

えに恋に生きた女：£の愛も動物的｛生愛から天使｝’1勺清浄広　　　　じている所以も山ら会得出’来るのでは欺いだろ6かil

大な愛に還る戒での愛α）金休なぞa）獣格の1・1iに内ll茂して　　　　しかしながらこの作品は　Knight　の歎う様にthe

いる。それが死によつて」：：水的襲素を捨てさり衆火的な　　　Everest　of　S1エakespearian　dramaでEil）り，　probably

要劉饗だけカ・らJ戊り二瀧つ1愛に吊鮮ヒさAvるa）である。　一女3蕉び）　　　　the　subtlest　and　greatest　play　in　Sh鼠kespeare，　or，

骨‘k格はserPentsの1息想としてさきに例挙したものをす　　　at　least，　paragoned　ohly　by　Tke　TemPestであつて，

　　　　　らべて賄し蝦させて　，｝繍隻に描かれているので麟力・　ただ…p・1・t－iM・g…R…s・・p・・t・のみからこのま段：大傑｛乍

ら，、。、k，がd，ag。uに変るとV・う叡か砿うなら　統分に1…li’t解雛がli陳疑考焔力仁臆獄な誤を犯

ば，1嚇不i撚さが感じられなく1蜘｛がi蝋るのである。　すζとにな㍑とは勿論である・が少くともse「pent－－

G．Wi1，。n　K。ightはこ呪1劇はth・lif・・in－d・ath　im・g・・のTfliか畷察して樋ことにも・ζ輔異にし

。i、t。，yだと云う（The　rmperial　Theine．　P．30）。　Ad・m　て｛厭な作品の奥棚姻る勲1｝ilく数鍵鍵のう肋一

とEveとが天一Lzの楽園においてknowledgeを得るた　　　っがあると思われる。


